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令和７年度学校法人興誠学園中期経営計画に基づく実施状況 

 

 

 令和 6年度に策定した中期経営計画「興誠学園 地域共創プラン」に基づく

中期経営計画の実施状況(概要)について報告します。 

                         

                           2026 年 6 月 29 日 

 

【法人本部】 

１ 高校の生徒増加策検討への参画 

保育士・幼稚園教諭を目指す人への奨学金制度を構築し令和８年度から

本格始動するための準備が完了した。 

内申点のハードルを上げたことにより高校入学生が減少した。減少分を中

学からの内進生で充当するためプロジェクトチームを立ち上げ、中高一貫

教育カリキュラムを構築中である。 

２ 中学校の在り方検討への参画 

スポーツの特待制度の見直しや、中高一貫教育カリキュラムの構築を目

指すためプロジェクトチーム内で検討をおこなった。 

３ 広報調整会議の設置と一体的広報の実施 

各部門の広報担当者による広報調整会議を設置し、こども園から大学ま

でを有する総合学園をアピールする学園全体の統一広報を継続実施した。 

４ 学園内の一貫性を持った教育モデルの構築 

「スマート教育スペシャリスト」は、大学及び短大で育成する。付属幼

稚園では「スマート教育スペシャリスト」を育成するための課題を明確化

した。こども園では「スマート教育スペシャリスト」による教育カリキュ

ラム構築を支援した。 

５ 教職員の就労環境の整備 

時間外勤務及び休暇申請・承認がシステム上で完結するよう、勤怠管理

システムの新規導入を行った。 

６ 私立学校法改正に伴う理事会、評議員会等制度見直しと寄附行為等関係

規程改正 

 私立学校法改正(2025 年 4 月 1 日施行)に合わせ、理事会及び評議員会の

構成案並びに理事及び評議員の選任方法案を作成し、６月中には理事会及

び評議員会で審議し承認を得た。 

 また、法改正に伴う寄附行為改正を行い、文部科学省に変更認可申請す

るとともに、関係する学園規程の改正を行った。 

７ 中学校・高校施設整備基本計画の適切な進行管理 

 中学校・高校施設整備基本計画の適切な進行管理を行った。 
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【浜松学院大学】 

 １ スマート教育スペシャリストの育成 

（授業）正課内授業「子どもと AI・ICT」では、幼児期におけるプログラ

ミング指導法、スラッチジュニアを活用した模擬授業、デジタル絵本の制

作など、実践的な ICT 活用スキルを身に付ける学習を行った。 

（学園内連携）浜松学院大学付属愛野こども園でプログラミングに関する

職員研修を実施した 

（STEAM 研究所の運営）スマート教育スペシャリスト認定資格の普及活動

として、民間幼稚園等にプログラミング教育を開始し、研究所が資格取得

のための支援を行った。 

（学外イベント）大学生と短大生が連携して学外イベントを開催した。 

２ 製造業を中心とした地域企業への就職支援 

学生の将来の幸せを見据え、良質な企業に就職できるよう、地域の優良

中堅企業をリストアップし覚書締結による推薦枠制度を開始した。地域経

営学科の就職支援プロジェクト「経営塾」を開講し、学生の学習意欲創出

の促進を図った。 

３ 地域教員希望枠制度の活用 

 浜松市教育委員会教育センター主催の６年目研修を本学で開催し、本学

教員が講師を務めるなど、浜松市教育委員会との繋がりを深めた。 

４ キャリア教育の充実 

低学年からのキャリア教育を実施するため、１～４年のキャリア支援ス

テップを更新した。「経営塾」を開講し、公務員コース、民間企業コースの

コース毎の支援のほか、環境整備を図った。 

５ 地域に出向くアクティブ・ラーニング型学修の推進 

地域経営学科では、全ての教員が外部行事等を担当し、アクティブ・ラ

ーニング型の学修を推進した。 

６ 部活動等の充実  

男子バスケットボール部では、広報活動を強化し、フォロワー数の増加

を通じて大学及び男子バスケットボール部の認知度向上に取り組んだ。ま

た新規部活動として、硬式テニス部、硬式野球部を設立した。 

７ 内部質保証の向上 

次回の認証評価に向けて情報収集を行い、日本高等教育評価機構が定め

る第４期の評価基準を用いた自己点検・評価体制を整備した。 

８ 「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」事業の対応 

令和８年度に向けて、「HGU 人間力向上プログラム」等のカリキュラム検

討に取り組んだ。 
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【浜松学院大学短期大学部】 

１ スマート保育士（スマート教育スペシャリスト）の養成 
 １年次科目として開設した。 
「プラットフォームふじのくに リカレント教育リレー講座」において
「スマート教育スペシャリストをめざす」の講座を開設して社会に普及活
動を実施した。 

２ 高大連携プロジェクトの実施 
 浜松学院興誠高校との高大連携科目等履修生制度は、受講者は微増した
が、学園内部進学者は微減となった。高大連携協議会は引き続き情報交換
を行っていく。 

３ 広報活動の積極的な展開 
   長期履修生制度は、広報対象を特別給費生制度及び全国児童養護施設推薦に変

更した。 
子どもフェスティバルとハマタンびじっとの同時開催を実施した。 

４ 奨学金給付事業の充実 
入学者選抜に伴うスカラシップ（奨学金）給付制度の検討を行い、給付制度 

に全国児童養護施設推薦選抜を導入した。 
５ 学納金収入増加策の検討 

令和８年度から入学定員 100名（収容定員 200名）へと変更し、定員充足
率は９割となった。 

６ 内部質保証の向上 
   改革総合支援事業の補助金獲得はかなわなかったものの、継続して取り

組むことで教育の質に係る調査において回答状況が改善し、補助金の算定率
向上につながった。 

７ 子どもフェスティバルとハマタンびじっと 
 子どもフェスティバルとハマタンびじっとの同時開催を継続して実施。 

８ 魅力ある教育課程・教育プログラムの開発 
   教学マネジメント委員会を開催し、カリキュラムの点検を行った。 
９ 幼児教育 60 周年記念事業の開催 

   ６０周年記念事業として広報キャラクターデザインを学生に公募し、
「はまくま」を採用した。講演会等の記念事業は翌年度開催を予定。 
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【浜松学院興誠高等学校】 

１ 教育課程（カリキュラム）の整備と再編 

   令和７年度から、土曜日を登校すべき日から減じたことにより、水曜日が

全学年７時間授業となったが、大きな問題はなかった。 

２ 部活動の活性化 

   本校では、令和３年度から生徒の部活動加入を任意とした。結果、加入率

及び対外実績が伸び悩みの傾向にあるが主体的な活動を導き出すこともで

きている。今後は部活動の教育的意義を踏まえつつ、生徒の主体的・積極的

活動参加を促しながら他者との交流や切磋琢磨のための場として部活動の

一層の魅力化を図る。 

３ 進路指導の充実 

スタディーサポートを年２回実施し、学習到達ゾーンを共通の学力を測る

尺度として利用した。また、過去年度や過去回のデータと比較し、より現在

の生徒の実情に合わせた指導の方向性を共有することに役立てた。また、外

部の進路イベントへの参加や外部講師の協力を仰いだ講演を実施するなど、

適切な進路選択の実現に向けての指導を行った。 

４ 募集広報活動の強化 

   特進コースと子ども教育コースをより明確にアピールするため授業見学

会を実施した。中学校への出前授業にも両コースのものを実施した。個別相

談に随時対応し、個別の相談に柔軟に対応できるよう機会を整えた。 

５ 地域連携の推進 

吹奏楽部、津軽三味線部、ダンス部、鉄道研究部など部活動の出展・公演

等により、地域との交流を図った。 

６ 設備整備の推進 

   新体育館共用に向けた諸準備や校名変更に向けた改修を中心に、施設の

改修更新等の教育効果を上げられるような工事を、教育活動への支障を最

低限の抑えるような計画で実施した。 

７ 学園内連携の継続と推進 

   中・高、短大、大学、幼稚園、子ども園の連携を図るために、学園連携を

分掌に位置づけ、体制を整えた。 

８ 教職員研修の充実 

   校内では、学園研修として著作権講習会を行った。外部の研修会には、私

学協会の主催のものを中心に各部門で参加した。 

９ 教職員の採用 

   年度末退職者の補充及び研修休職者の補充のみならず、学級増にかかる

人的補充に対応した。 
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【浜松学院興誠中学校】 

１ 英語教育の充実 

基礎的な英語力を伸ばしながら、興誠学園が掲げる多文化共生教育を推

進し、英語理解力の高い生徒にはより高い水準の語学力を身に着けさせ本

校独自の国際理解教育を推進した。 

また、担任複数制や数学科・英語科の複数教科担任により、習熟度別・

能力別授業を取り入れ、生徒個々のニーズに応えながら、確かな学力を身

に付けさせる試みを継続実施した。 

２ 部活動の活性化 

   強化部活動を指定し、男女バスケットボール部ともに成果をあげた。強

化部活動や本校及び高校の財産である特色ある部活動への加入を促進し、

中高６年間の生徒の主体的な活動を支援した。令和８年度までに段階的に

移行する地域部活動の方向性や部活動指導の在り方などの情報を収集し、

本校ならではの部活動の展開を検討した。 

３ 積極的な生徒募集・広報活動の展開  

オープンスクールの実施時期や回数及びその内容を再検討することで本

校の教育活動の魅力を広めた。また、在校生の出身小学校や居住地域の私

塾を中心に訪問し、生徒募集を進めた。学校のリニューアルイメージであ

る「校名・制服変更、新体育館完成」を積極的に情報提供するとともに学

業に関する特待制度を加えた内容の充実を周知させ、学業特待生との入学

を果たした。 

４ イベント実施による地域貢献活動の推進 

地域清掃活動、職場体験、サツマイモの栽培・収穫と地元店舗での販売

を体験させた。また、ハロウィンイベントでは、国際理解や地域の人々と

触れ合う機会を設けた。 

５ 興誠学園内連携教育の推進 

大学関係職員や高校教員との交流、浜松学院大学付属幼稚園と連携した

体験活動を進めた。 

６ 豊かな心をはぐくむ教育の充実 

生徒理解を根底においた生徒指導を展開した。豊かな心を育む各種講座

の実施、生徒や保護者との面談を実施し、生徒に寄り添った教育活動を展

開することで、いじめを許さない心の醸成を図った。 

７ 新教育課程の編成と実施 

第１、３土曜日の授業を廃止し、補充学習や模擬試験・各種検定講座・

部活動等を実施し、生徒の「好き」や「得意」を支援した。 
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【浜松学院大学付属幼稚園】 

１ STEAM 教育・スマート保育の推進 

STEAM 教育を実践していくため、付属幼稚園の活動内容と実情に合った
STEAM 教育活動内容を教職員間で検討、共有した。STEAM 教育の実際、教材
研究、サイエンス教室開催の検討、ICT と遊びや学びの可能性の研修参加
等を行った。ART 分野では、高校書道部とのコラボレーションにより、制
作を行い、浜松市私立幼稚園絵画展に出品した。 

２ 保護者支援の充実 
未就園児子育て支援広場では、保護者が来園しやすい環境づくりを実践

した。初めて参加する家庭には、程よい距離感を持つことができる空間を
用意や、各未就園児のペースで遊ぶことができるスケジュールを組んだ。 

３ 園児確保体制の充実及び定員の適正化 
HP、インスタグラムの更新を積極的に行い、付属幼稚園の教育内容を幅

広く周知できるようにした。2歳 6ヶ月入園の受入れの周知にも力を入れ
た。 
利用定員変更については、R8 年度の定員変更の申請を行った。今後も年

度ごとに試算及び検討を行い対応していく。 
４ 教職員が働きやすい職場環境づくり 

   園支援システムの活用により、保護者への連絡手段のぺーパーレス化を
促進し、経費削減及び教職員の業務負担軽減となっている。保護者も対応
に慣れてきており定着しているが、園支援システム活用をより推進し、保
護者により分かりやすく周知できるようにする。 

５ 施設・整備の安全管理と更新 
緊急を要した遊戯室屋上防水工事、東棟 1階保育室エアコン老朽化によ

る更新を最優先に行った。また、危険遊具の撤去後の 2歳児向け遊具新
調、2歳児保育室床クッションシート貼りを実施、2歳児受け入れ環境整備
を行った。 

６ 園児確保対策の充実（小型バス増台）（2歳児の 10 月からの受入れ） 

小型送迎バスを新規導入した。新規地区バスルート園児確保（6名）及
びバス停復活、各バスルートの時間削減にはつながったが、目に見える形
での園児増加には繋げられなかった。 

７ 豊かな心・健やかな体の育成 

   付属幼稚園の教育方針に合わせた視点と論理的思考の基礎を育む視点を

取り入れた保育活動を検討。活動内容詳細と実施に向けた教材及び環境準

備を行った。 
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【浜松学院大学付属愛野こども園】 

１ スマート教育の推進 

スマート保育を導入するにあたり、スマート保育スペシャリストの資格

を取得するために、外部研修へ行き学んだ内容を園に戻り伝達（実演習）

を行い、実施経験時間を積み上げていった。 

２ 定員の適正化（１号認定児の定員数減及び２・３号認定児の定員数増） 

園児定員数について、袋井市との協議が完了し、現行の１号認定児（幼

稚園児）定員数９０人及び２・３号認定児（保育園児）定員数９０人をそ

れぞれ７２人及び１０８人に変更するよう手続きを進めた。 

３ 地元企業との交流の推進 

企業訪問はできなかったが、地元企業と引き続き交流していくことを確

認した。今後も、子育てについて地域に情報発信をしていく。 

４ 教職員が働きやすい職場環境づくり 

登降園管理をアプリで行うようになったことで、出席簿の手書きがなく

なり職員の仕事の軽減につながった。園だよりや学年だより、給食だよ

り、献立表、保健だよりを連絡アプリで配信したことでペーパレスにつな

がった。 

５ 施設の安全管理と長寿命化の推進 

専門業者による定期点検（遊具）と職員による日常点検を実施した。日

常業務の中で行う日々の点検の実施と施設を大切に使うことと保全を意識

し取り組んだ。また、不具合箇所の早期発見に努め適切に修繕するととも

に、職員の工夫とアイディアで予算を使わず良い環境にする方法を考え実

践するなど、ハード・ソフト両面から施設の長寿命化を図った。 

６ 豊かな心・健やかな体の育成 

   袋井市サッカー協会、浜松学院大学及び近隣の住民の協力を得て、今年

度もサッカー、リトミック及び坐禅体験を保育に取り入れてきた。また、

新たに南の丘学園の構成園であるこども園、幼稚園や付属幼稚園の子ども

たちとの触れ合いをした。様々な体験をする中で、豊かな心・たくましい

体づくりを進めることができた。 

７ 園児確保対策の充実 

２歳児を対象とした子育て支援事業「２歳っこひろばパンダ」を実施。 
  

 


